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芸術活動は、イメージ作りに終始するDといわれてぃる。このことは、また、イメージが、「創

作一作品一観賞」という、芸術の有機的関連におけるあらゆる過程に関与していると解釈する

ことができょう。作品創作は、自己目的的創造行為である。2)3)しかし、その表現は、自己完結的
ではなく他者、すなわちその作品の観賞者の存在をもって完結される。4)5)そこで、ヴィゴッキー6)

をはじめ多くの研究者が述べているように、相手に伝えるための内的企てを行うヨ助が未発達で

あり、感情のカタルシスのような自己満足の段階にある作品は、厳密な意味で芸術的創造の領域

に属しないと考えることができる。なぜならば、芸術は、「創作一作品一観賞」という有機的関

連をその原理とするという考えが「芸術とは何か」に対してのーー"斐通念として存在するからで
、、ーノー

ある。作品観賞の次元を機にして、作者と観賞者は、コミュニケイシ,ンの機会をもっ。このコ

ミュニケイシ.ンは、作者のイメージを具現化しナこ「作品」を媒体とする。侮贈の段階では、観

賞者は作品に対して、無意識のうちにも想像力を働かせる。そして、心の中に生なましくよみが

えるメッセージ8)を得るのである。ここに、観賞者が、作者によって具現化されナこ作品のイメ

ージを解読し、観賞者の心の中で再構成してゆく過程が考えられる。ところが、作者と観賞者は、

別個の人間である。従って、作品を媒体とする両者のイメージが完全に一致することの困難さが

想像できるであろう。しかしながら、この点について、作品の性質、すなわち芸術形式をもたら

す媒体の性質に導かれる様ざまな要因のために、この一致の程度に差異の存在も想定することが

できょう。芸徳1のカテゴリー、特にその媒体によって、有機的関連におけるイメージの関与のし

かたが異なってくることが考えられる訳である。そこで、「芸徐iとしての舞踊」における芸術的

特性を明確に把握するためには、このような、イメージとコミュニケイシ.ンとの関わり方にっ

いて考察を行う必優性があることをここに理解することができょう。以上のような見解から、本

研究では、「舞踊におけるコミュニケイシ"ン」と、「舞踊的イメ・・ジ」との関わり方にっいて

の考察を試みた。

舞踊的イメ ジについて

麻 生 和 江

Ⅱ研究目的

本研究では、「舞踊的イメージ」の本質、「舞踊におけるコミュニケイシ.ン」の構造的特性

についてそれぞれ考察を行なうとともに、この両者の関わり方に論及することによって、これを

より明確に把握する九めの一資料を目的とした。
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Ⅲ研究方法

「イメージについて」「鍔踊的イメージについて」

て」「舞踊におけるコミュニケイシ,ンと舞踊的イメ

考察を行なった。なお、用いた文献は、イメージ、コ

からアプローチしている研究者の著作である。

Ⅳ考 察

1.「イメージ」について

「イメージ」は、勘liに限らず、様ざまな場面で耳にすることばである。「イメージ」の意

味として、心尿、姿、形象、映像などが一般的になっているようである!)川野1のは、芸往潴報

理論の立場から「イメージ」に論及している。そこで、本研究では、まず、川野の理論を中心

として、イ也数名の研究者による「イメージ」についての見解をまとめ、イメージの本質を把握

することを試みた。

a)「イメージ」とは

「イメージ」を広義に解釈すれば、対象を想像力によって捉えた、想像的な像ということ

になるであろう。これをより厳密に解釈するための一方法として、イメージ生成過程を理解

することが考えられよう。川野Ⅱ)は、イメージ生成の過程を「イメージングの過ネ呈」として

説明している。その説明をまとめると図1のように図式化することができょう。

麻 生 和 江

「紐湖におけるコミュニケイシ"ンについ

ジとの関わり」について、文献をもとに

ミュニケイシ.ンについて、勘ドi的な観点

対象

第1次フィノレター

q言号化)

〔図1 の説明〕容観的に存在物体_容観的に
する実在

我われの身辺は、客観的に存在する実在

感覚受容器一感覚的性感覚的性質を にとりかこまれている。それら自体は、単な
付される

る物理的実在であり、色、形、音などはもっ
多様なセンスデーター変幻流動する

ていない。すなわち、感覚以前の中性的存在

でしかない訳である。これは、人間の感覚受
脳の思考作用

容器という、第1次フィルターを通過するこ

とによって、センスデータに転換される。つ

まり、多様な印象の流れとして心に感じられ

ニユニ
色、 形などという感覚的性質をもった信凹、

号となるのである。次に、この感覚的性質を

もち、信号化された多様なセンスデータは、脳の思考作用という第2次フィルターを通過

することによって統一化される。この次元を通過することによって、多様なセンスデータ

は、統一化されるぱかりではなく、抽象化され、共通普遍性を付されてイメージ(概念)

に転換される。

第2次フィノレター

(統一化)
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多様性の統一

化、抽象化

イメージ(概念) 共通普遍性

川野による「イメージング過程」の図式化図1



②イメージの種類

このように、川野は、「イメージ」を概念として捉えている。そこで、イメージにっいて

の一般的見解をこの説明に加えると、イメージとは、感党知覚、感情や想像や思考などの

脳の作用によって組み立てられ、再生された像であると考えることができょう。

さらに、川野は、このようなイメージを3種類にう}類している。12)この3種類は、イメ

ジ生成の過程に対応し、センスデータの統一化と普遍性の程度によって分類してぃると思わ

れる。その3種類は次のように説明される。

1.具象的イメージ

綱膜を通して、生なましく脳にやきつけられた姿である。しかし、センスデータとし

ての感覚的印象そのものではなく、その中の重要なポイントを構造化し抽象化し九もの

である。このようなイメージは、意識を向けさえすれぱ思い浮かべることができる。け

れども、その象は一般化され九概念である。すなわち、犬を思いおこした時、浮かぶイ

メージは、特定の犬ではなく、犬の一般的性質を持った普遍的な犬の像である。

2.象徴的イメージ

具体的イメージのセンスデータは、分析され、想像力によって複雑にネR繊化され、変

形され、他のイメージと組みあわさって複雑なイメージを作ってゆく。すなわち、視覚

によって得九多様な像が、想像力の働きによって意味あるイメージとなる場合である。

ギリシャ神話に出てくる有翼天馬や人魚などがこれに類する。

3.普遍的抽象概念

概念となったイメージは、想像力、さらには理性的思考などによって自由に作り出さ

れた人工のもので、現実世界に対応物をもたない場合が多い。このようなイメージは、

個人的所有の倒砦を離脱し、人類共通の経験の中で生成される。徒って普遍的持続性と

願わしい理想性をもっている。

舞踊的イメージにつぃて

2.「舞踊的イメージ」について

芸徐iでいうイメージは、日本語の像、影像、賞像、心象などということぱでは十分にいいあ

らわせない意味をもってぃるとする見解13)がある。すなわち、イメージは立体的であるという

点では像であるが、具体的であるから幻想、幻覚、空想とは関連しているが、同一のものでは

ない。しかし、これらが具体的に想像されれは'イメージとなるわけである。

ところで、文学や音楽など、現実空間をもたない芸休づ杉式の場合、その作品には、雀贈者に

空間のイメージを思い起こさせる機能があることを想定することができょう。「観賞者にダイ

ナミックなイメージを喚起させる媒体としての形象が芸休1作品である」とランガー14)は述べて

いる。その理論からすれば、舞踊の場合、ダイナミックなイメージを観賞者に喚起させる媒体

は、身体運動である。媒体としての身体運動は、時間・空問との複雑なからみあいそのものを

表現升三式とする。その意味で、舞踊作品における身体運動は、作者のより直接的なイメージそ
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のものであると考えられる。従って、「舞踊は身体運動による切れ目のない織物によって見え

る様ざまな力の世界であり、観賞者の心を直接に揺さぶり、共感をさそうような迫力をもたら

し感動を起こさせる」15)のである。以上のことから、舞踊的イメージとは、運動のイメージで

あり、運動をしている身体空間の表象であり、運動している身体を想像的に捉えた像(body

image)である。すなわち、それは、身体運動による力・空間のイメージとその複雑な変

化のイメージであると理解することができょう。そこで、舞踊的イメージは、単に知覚され九

事物の外からみた形式をそのまま運動に置きかえるのではなく、それが意識の中でどのように

感じとられ九かを運動によって表わす時の、そのイメージなのである。16)

麻 生

3 舞踊におけるコミュニケイション

舞踊におけるコミュニケイシ.ンと舞踊的イメージとの関わりについて論及する前に、「コ

ミュニケイション」の概念について分析を試みる必要があると思われる。コミュニケイシ,ン

は、「伝達の意図」の有無によってその様相を異にすると考えられる。すなわち、一方は「伝

達を目的としたコミュニケイシ,ン」であるのに対して、 a坊は「イ云達を目的としないコミュ

ニケイシ.ン」である。 Best17)は、前者の代表的な例として、言語による会話をあげ、これを

を言語的コミュニケイション」(1inguestic comm unication )と称してぃる。ま

た、後者を、「木の葉力揺れている様子を見て風が吹いていることを知る」という場合のよう

表I Best による言語的コミュニケイシ,ンと知覚的コミュニケイションの上ヒ較

和

ι

江

.

目1」

提

行為そのものの意図とともに芦Dそれを伝えようとする

意図か必腰。受け手力1芦り手の意図を正確に理解することによって成立する。2

言語的コミュニケイション(1.C )

明確に理解されうる。従うて、言語で説明できる。

人問と人間の問にのみ生じる。また、送り手が受け手に
むけて意図的に発信した時紀のみ生じる。

ある。ξi子こ、'、ゞ"ロロ

協定的記号(conventioMl sign)に分類される。20注6)

語に付された、一般的(general〕、冑るいは標準的(standardfな意味郁且み合わせる。1主

送り手によ0てもたらされた語の意味を理解.する。

ノ、

ク
イ云わった力、否力、」をも知ること力ゞ・き1,2母'、、
「何かを理解したか否か」のみならず、 1、六図が正しく

あらゆる行為には、それらそのものの意図があり、それ

住

ら"すべて包今を表わして、、る。従0て、イ謎への意図は必優ない。

知覚的コミュニケイシ,ン(P.C.)
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明確に理解されうるものと、そうでないものの両方があ

行為そのものの意図は、行為あるいは事物のあらわれの動機原因と考えられる。
「木の葉力嘱れている様子を見て、風か'、いていることを知る」、「緊張していることをかくそうとしたか、

人にそれを見破られてしまう六」などの場合がこれにあたる。 27).
3)ユングはこれを「あらゆる主観的内容を対象に置きかえる無意識の心理IF"」」と説明している。4)受け手か送り手に、伝達内容をどの程度受けとっているを伝えること。28

る。また、送り手による送り内容があうても、それ十は全く無関係に受け手が何かを知覚する場合もある。23

5) Best によれば、語の意味には、場に応じて規約される意味(ina coad)、普遍的ではないか一般的
(general)な意味、そして普遍的な用いられ方をする標準的(standard)な意味かあると述ぺている。29)

6)ホスパースは、「記号」(sign)を分類して、人為的に意味が付された記号を協定的記号(conventional
Slgn)と称している。一方、事象とその意味の関係を自然の因果関係におくことができる記号を自然的記号
(naturalsign)Σ称してぃる。3の"'"'"゜

人問と人問の問はもちろん、それ以外の、場合に、街じる受け手が送り手に意識を向けさえすれば生じる。

自然的記号(natural si即)に分類される。2励注6)

伝達に無意図・無意識的である。

投影(projection)か主要な役含的を果している。注3)
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に、受け手が対象に注意を向けさえすれは成立する場合であるとしている。そして、これを

「知覚的コミュニケイシ,ン」(perceptual communication)と称している。 Best に

よるこの極端な2通りの用いられ方は、表1のように比較することができた。そこで表1を

作成するにあたっては、両者の相違をより明確に把握するために、 Best以外の研究者の見

解も参考にし九。次に、表1に基づいて、舞踊におけるコミュニケイシ,ンの構造を表2 の

ように分析し九。なお、表1、表2は1980年H月に発行された東京体育学研究第7 号にお

ける考察にi助U・修正を行なったものである。従って、本稿では、考察の詳しい報告は省略

し、表2についての考察結果の報告に留めることとした。

表2.についての考察は、次のようにまとめることができる。

住)舞踊観賞の対象、すなわち舞踊作品は、イ云達を意図して組み立てられた、一連の運動であ

る。ところが、個々の身体運動そのものには、「語」に付されているような、一般的あるい

は標準的な意沫を持っていない。この点において、舞踊作品における媒体としての身体運動

は、協定的記号ではないことが理解されよう。しかし、媒体としての身体運動によってもた

らされる力のイメージや、それを発展させた空問のイメージにおいて、協定的記号の要素を

全く否定してしまうことはできないとも考えられる。従って、成立の方法における送り手の

特徴は、言語的コミュニケイシ,ンと知覚的コミュニケイシ"ンの両方の要素を含んだ中間

領域に位置すると考えられる。

(2) DUHy8)は、芸徳1内容理解の過程には、あらゆる個メd埜孫頚金のもととなる>思考(thinking)
感覚(sensing)、知覚(perceiving)、感情(feeling )、超越(transending )、身体

経験(body experiencing)などが関与するとしている。ここで、イ云達内容を理解する過

程に個人差を生じさせる原因の存在を考えることができる。従って、伝達内容における非言

表2 舞踊におけるコミュニケイシ.ンの構造

舞踊的イメージにっいて

IC

内性
容質

成場
〕乞条
の件

人間と人1占の問(演技が行なわれている問)
作者・演技者と観賞者の問に生じる。訟

^^^ーーー」ー^^^

ン

G

注

^的、標準的な意味を付されていない身体連動を、カ
の作用、空問の印象か明確となるように組み立てる。33)3の狗

D G.は、 1. C またはP.C.にⅨ分できない中問領域
は、 1C により近い性質であることを、同様に、 P.C
とをあらわしている。

創造性が僕μ手する。37)

行為そのものの意図、伝達の内容は
非言語的である場合が多い。

ーーーーーー^ P C

身体運動であり晶然的記号により近い夕頃をもつ。3

注D

'観者の投阜三か主要な役胃1りを果
す。御ゾ

「何かを知覚したか否か」は知ることか

た力U を知ることはできない。9)
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語性、芸循1内容理解における個人差という特徴から、舞踊におけるコミュニケイシ,ンでは、

ドバックが非常に困難であるということができょう。フィ

(3)このように、舞踊におけるコミュニケイションでは、芸術の原理から、前提は、言語的コ

ミュニケイシ.ンに近いが、完全なフィードバックが困難であるという点において知覚的コ

ミュニケイシ,ンの様相を示している。この予盾した構造こそ舞踊におけるコミュニケイシ

"ンの特徴であると捉えることができょう。
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麻

4 舞踊におけるコミュニケイションと舞踊的イメージ

作者が抱く舞踊的イメージは、作者にとっては理想的な舞踊作品でなけれぱならない。しか

しそれは、作者の頭の中でのみ理想的なのである。そこで、作者は、実現化した運動が、自分

の理想と異なると思へぱ修正を行なう。そのようにして完成した舞踊作品には「観賞される」

という次元力導えられる。その時、作者自身の目的のために作られた舞踊作品は、同時に、何

かを得ようとする観賞者のための舞踊作品となる。作者の抱く舞踊的イメージと観賞者に喚起

されたイメージが同一である時、舞踊におけるコミュニケイシ.ンの理想的な様想が展開され

る。だから、舞踊は、生なましく、即時的に感じられた感情の流れを表わすのではない(9)普遍

化し、一般性をもち、概念化され九感情を表わすのである。それはまた、突然遭遇する感情の

変化に動因される身体運動は、舞踊作品の媒体とはなり得ないということでもある。このこと

から、舞踊創作の過程は、自己を見つめ、熟慮するとともに、全人の立場からそれを見っめな

おすことの継続的な繰り返えしであるということができょう。

次の文は、 Fraleigh2゜)による舞踊論の中にある一文である。舞踊が表わすイメージにっい
て適切なヨ己述を行なっていると思、われる。

Dance expresses man.1t is not a seH-expression in the perso

-nal sense.1 do not choreograph my idiosyncrasies and peculiarities.

Rather,1 Choreograph aH men in my dance.1f it has meaning for

Otbers, then others are expressed in it. As a dancer and a maker of

dances,1 find the universal in myself, the source of others in me

I bring myseⅡ to dance, and dance brings me to others. Dance

Creates me as love

舞踊は人間を表わす。それは個人的な意味の自己表現ではない。私は、

私にだけ分るものを作ったりはしない。むしろ私は、私の舞踊の中に、人

間全体を作る。他人とって意味があるのは、その中に他人が表わされてい

るからである。私は踊り手として、ま九舞踊の作り手として、自分に普遍

性を見出し、自分の中に他者の根源を見出す。私は、自らを舞踊へと誘い

舞踊は私を他者へと誘う。舞踊は、私を愛として創造するのである。

生 和 江



Vまとめ

以上のような考察の結果は、次のようにまとめることができた。

1.イメージには、具象性、・■斐性、抽象性、普遍性などが付与されてくる過程を考えることが

できる。それぞれの段階にあるイメージは、想像力や他の思考作用によって分析.構造化を繰

り返えすうちに、イメージの最終的段階である概念、に至る。

2.舞踊におけるコミュニケイシ.ンは、身体運動を媒体とする。従って、舞踊的イメージとは、

媒体としての身体運動がもっている力や空間などという性質を想像的に捉え、理想となった身

体運動の像である。

3.作者による舞踊的イメージと観賞者の喚起し九イメージとが一致した時にはじめて、理想的

な舞踊におけるコミュニケイシ"ンが成立する。この意味で、舞踊作品において表わされるも

のは、個人的な目己表現を越えた、人間全体に普遍な内容なのである。

4.従って、舞踊創作の過程とは、完成しっつぁる作品を自己と人間全体の両方の立場から、継

続的に見つめなおしてゆく過程である。

舞踊的イメージにっいて

Ⅵ結

舞踊においては、衣裳、伴奏者、照明、舞台空問によって、作品をより効果的に演出すること

力河能である。これらは、観賞の次元には、除外できない作品の要素であるとも考えられる。従

つて、舞踊的イメージは、これらの演出の領域にも及んでくることが考えられよう。そこで、舞

踊的イメージの実体とその役割をより明確に把握するためには、実際的な場面、すなわち、舞踊

創作過程にある作者、演技している踊り手、観賞している観賞者それぞれの意識の流れの中に、

その分析の資料を求める必要があると思われる。この点にっいては、今後の課題とされよう。
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